
国立高校野球部の11月（マネージャーより）「リベンジ」

11月は進学指導重点校リーグが行われ、都立立川高校と対戦しました。序盤から相手に失点を許
す展開となってしまい、6回表に2点返しましたが、その後は点を取ることができず、結果2対8で負
けてしまいました。4人の投手でボールを繋ぎましたが、悔しい結果となりました。試合後のミー
ティングでは、先生にプライドや意地の見せ所だと言われ、チーム一同気合いを入れ直しました。
2週間後、立川高校と練習試合をしました。リベンジマッチということで、選手たちはより高い熱

量で練習していました。試合は両投手の好投により、8回まで2対2の同点でした。そして9回表、絶
対に勝つぞという気持ちで、チームは最後の攻撃に臨みました。私たちの思いが繋がり、5点を取っ
て逆転することができました。先発した1年生ピッチャーは16奪三振で完投、試合中は全員で声を出
し、盛り上がりを見せ、気持ちで勝つことができました。リベンジを果たし、良い形で今年最後の
練習試合を締めくくることができました。テスト期間を挟み、これからは冬の練習に入ります。し
ばらく練習試合はありませんが、今後とも国立高校野球部にご協力のほど、よろしくお願いします。
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